
　11月３日、市の文化・芸術
の振興に功績のあった人を讃

たた

える「鳥取市文化賞」の贈呈
式が仁

じんぷう

風閣で行われました。
　今年度は、美術の上田敏和
さん、同じく美術のフナイタ
ケヒコさん、文芸の竹内道夫
さん、そして、文化活動の鹿
野町民音楽祭実行委員会のみ
なさんが受賞されました。
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文化・芸術の功績者を表彰
平成 16 年度鳥取市文化賞

受  賞  者  紹  介

30代にして、独立展で独立賞、
林賞などを受賞、44歳で独立
美術協会会員となった。その
後も、独創性かつ緊張感のあ
る絵画世界を作品化し、個展、
会展に出品している。昭和63
年、鳥取大学教官として赴任
以降も製作のかたわら、地域
の各種美術展や企画に参加、
また、韓国との美術交流にも
寄与した。現在、鳥取県美術
家協会会長、県展運営委員、
市展実行委員・審査員として、
地元美術の発展と後進の指導
にも尽力している。

20歳代で自由美術協会展に連
続入選し、昭和 44 年には仲
間とグループ「スペース・プ
ラン」を結成、鳥取砂丘での
野外展示など、野外・室内で
の立体・平面・映像などの企
画展を開催し、鳥取にこれま
でなかった前衛的な表現世界
を開拓した。一方、県展、市
展にも立体作品を出品してい
る。近年は平面作品の可能性
を探り、色・空間・光をテー
マにした抽象絵画を制作し、
保守的になり勝ちな地方美術
に刺激を与えている。

若い頃より鳥取県の近代文学
史の研究を始め、23 歳のと
きに「鳥取県文芸史」を刊
行。資料を重視し、著名な文
学者はもとより、あまり知ら
れていない地味な文学者まで
発掘、ふるさとの先人達の業
績を明らかにした。鳥取にお
ける郷土文学史研究と再評価
の気運をつくった一人といえ
る。並行して、県女性史研究
も行なっている。新聞などに
発表している、「鳥取文壇百
年」「鳥取文壇意外史」などの
成果もある。

昭和 56 年、第 1 回町民音楽
祭開催のため、同実行委員会
を組織、町民みずからの手に
よる新しい文化の創造をめざ
している。「さくら姫物語」
など、町内に伝わる伝説をも
とにしたミュージカルへ挑戦
し、キャスト、スタッフはす
べて公募、以来毎年上演して
いる。県民文化会館、倉吉未
来中心での公演も成功した。
また、子どもから大人まで、
世代、地域をこえて参加する
「ふるさとミュージカル」を通
して、郷土を見直し、活性化
させる試みは貴重な存在であ
る。
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